
１ 計画の策定について

• ビジョンで掲げた方向性を実現するため、県立美術

館の施設整備に係る具体的な計画として「滋賀県立

美術館整備基本計画」を来年度策定します。

目指す姿

• 県立美術館では、美術館が抱える様々な課題や美術

館を取り巻く社会情勢の変化に対応するとともに、

滋賀の美の魅力を発信する存在感のある施設となる

ため、外部有識者で構成した美術館魅力向上部会で

の議論（令和５年７月～12月）を踏まえ、美術館の

新たな方向性について調査・検討し、令和６年３月

に「滋賀県立美術館魅力向上ビジョン」を策定しま

した。

滋賀県立美術館魅力向上ビジョン

資料７令和６年度における滋賀県立美術館整備基本計画の検討状況

２ 令和６年度の主な取組状況

（1）意見・ニーズ把握

（2）部局横断的な情報共有・検討

庁内整備検討チーム会議の設置、検討

(3) 整備における技術的要件の検証

(4) 公園と一体となった魅力向上策の検証

未来をひらく美術館 へ

キッズギャラリー

子どもが遊びながらアートに親しめる

体験型・参加型の展示空間など

アートに親しむきっかけや
美術館のシンボルとなるような

野外作品

多様な作品をゆったりと

十分に鑑賞できる展示空間
県民をはじめとする皆さんに愛用してい
ただける、創作活動の発表などの場

県民共有の資産である作品

の保管が円滑に進められる収蔵庫

長期にわたり安定的な運営

を行うための施設・設備

誰もが公園と一緒に楽しめる、

わくわく感のあるアクセスルート

子どもも大人も来たくなる

３ 検討の方向性

アール・ブリュット、現代美術、日本画、滋
賀ゆかりの美術などのコレクションを生かし
た他にはない展示の展開・発信

気軽にアートと出会える機会の創造

緑豊かな公園とのつながり・連携を深め
公園と一体的に付加価値を向上

いつでも自主的・自発的に参加できる「遊んで学べる場」を
作家やデザイナ―の協力を得ながらプロデュース

社会的処方の取組など、個人や社
会のウェルビーイングの向上に資
する取組を実施

誰にとっても居心地が良く、
様々な方へつながる・
寄り添う

誰にとっても居心地が良く
ウェルビーイングを高める
ことができる

子どもたちがアートに出会い
親しむことができる

滋賀の文化の息吹を
感じることができる

コンセプト３コンセプト４

公園と一緒に
楽しむことができる

コンセプト５

コンセプト１

コンセプト２

コレクションを通し
て多様性を深く考え
ることができる

子どもも大人も来たくなる
未来をひらく美術館

県内外から多くの方に何度も来ていただける存在に

ギャラリー使用者、来館者等アンケートを実施 (参考） 計画策定スケジュール

令和６年５月 検討の開始（調査研究・対話等）

令和７年３月 計画骨子

令和７年４月～ 具体的な整備内容・手法等の調査検討

子どもや利用者・県民等との対話

令和７年12月 計画案

令和８年３月 策定・公表

東北大学と共同研究を実施し、増築可能範囲等を検証

立命館大学との共同研究をもとに、美術館入口位置

等を検証

美術館のこれからを考えるワークショップの開催


